



は じ め に
第章 行政学のスカンジナビア学派の視点――手段･文化･神話
第章 行政学のスカンジナビア学派の理論的整理と批判的検討
お わ り に






















































Public Administrationという「前期 3 部作」（原田 2005：86）が中心である。
） 例えば，手島 1964，村松 1963，今村 1978。また，アメリカ行政学説を丹念に追い続けてき
た今里 滋が「〔アメリカ〕行政学における組織研究の新展開」として紹介するのは，「新しい





























幸い，筆者は，2007 年 10月から 1年半の間ヤンの所属するポツダム大学経
済・社会学部において客員研究員として在外研究に従事した。その間，ヤンが
ボグミル（J. Bogumil）とともに 2005 年に上梓した『ドイツの行政と行政学：
行政学入門』の改訂稿にコメントをする機会を得た（Bogumil and Jann 2009：
























































（March and Olsen 1989)5)だというべきであろう。クリステンセンらは，同書の
価値を，政治学における経済学的パースペクティブに対してオールタナティブ






















































































いる（Christensen et al. 2007：38）。
さて，オルセンらが提示する，制度化されたフォーマル組織における組織成
員の行動論理が，有名な「（組織成員が自らの置かれた状況に自らを適合させると






解に長けた（in touch with reality）」人間である。他方，「適切さの論理」が想
定する組織成員は，行動と自らの社会的役割との間に首尾一貫性を維持すると
いう意味で「アイデンティティの理解に長けた（in touch with identity）」人間




























になる（March and Olsen 2006a：694；March and Olsen 1989：25）。
ここで興味深いのは，上で述べた心理的マッチングがしばしば「直感的（in-









































































































































205；Brunsson and Olsen 1993：40）。ブルンソンからすれば，組織の「欺瞞」
は，「改革が首尾よく進むためには失敗しなければならない」というパラドッ
クスの源泉であると同時にその解決方策でもある。改革は次の改革の引き金な



















































































支配的になるかについて，以下の 3 つの基準を示している（March and Olsen




















る（Olsen 1996；March and Olsen 1989：Ch. 2）。オルセンらによれば，「新しさ
に対する最もスタンダードな組織的対応は，利用可能な一組のルーティンを見
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